
状況：2022年以降、アメリカ合衆国では家禽、野鳥、猫などの小型哺乳類や、乳牛などの家畜の間で高病原性鳥インフルエンザA（highly 
pathogenic avian influenza A、HPAI）のウイルスが報告されています。このウイルスはH5N1、または「鳥インフルエンザ」としても知られています。

2024年には、アメリカ合衆国で感染した牛の生乳を扱う人々の間でH5N1の感染が数件報告されました。乳製品事業者は、従業員の感染リス
クを軽減する対策を実施することにより、このウイルスの拡散を阻止することができます。 

人への潜在的なリスク：「高病原性」鳥インフルエンザという言葉は、このウイルスが鳥類に重篤な病気を引き起こす事を指しています。このウ
イルスは人間にも重篤な病気を引き起こす可能性が考えられていますが、現在のアメリカ国内での流行ではまだそのような事例は確認されてい
ません。H5N1は、低温殺菌されていない牛乳や乳製品、また感染した鳥や他の動物の排泄物、猫用トイレの砂、その他の分泌物で汚染された
物を介して広がる可能性があります。

いくつかの推奨事項：農場作業者と家畜の保護、病気のモニタリング、家畜が病気になった場合の農場の備え、等。

1.	�十分な個人用保護具（personal protective equipment、PPE）があることを確認するか、信頼できる情報源で保護具を入手できる
場所を確認しておきましょう。 
• �推奨されているPPE用品について調べましょう。 

 
www.cdc.gov/bird-flu/prevention/worker-protection-ppe.html

• �PPEに関するご質問は、お住まいの地域の保健所にお問い合わせください。 

 
www.health.ny.gov/contact/contact_information/

• �農場作業者は、病気の動物と接触した後は衣服を着替える必要があります。

2.	�H5N1に感染している、または感染している可能性があることがわかっている動物を扱う場合、また生乳などそれらの動物から採取
したものを扱う場合、作業者は適切な個人用保護具を着用するようにしてください。PPEには次のようなものがあります。

手袋

H5N1「鳥インフルエンザ」
乳製品事業者・生産者への推奨事項

安全ゴーグルまたはフェイスシールド N95マスクまたはN95レスピレーター

耐液性カバーオール 作業に必要な場合、 
防水エプロン

ヘッドカバーまたはヘアキャップ履き物

または または

または
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3.	農場作業者に、PPEや保護対策について周知してください。
• �顔、目、鼻、口に触らないようにしましょう。
• �こまめに手洗いをしましょう。
• �生乳や生乳製品を摂取しないようにしてください。生乳を飲むことは安全ではありません。 
• �病気の動物と接触した後は、衣服を着替え、使い捨てのPPEの場合はこれを廃棄し、再利用可能なPPEの場合は消毒します。
• �毎年インフルエンザの予防接種を受けましょう。これはH5N1ウイルスの防止にはなりませんが、季節性インフルエンザのようにウイルスが

人と人の間で移動する能力を獲得することを防ぐことができる可能性があります。 
• �手を洗わずに、飲食や喫煙、電子タバコを使用するなど、手から口への行動をしないようにしましょう。また、休憩は作業場や家畜エリア以

外の清潔な場所で取ります。 

4.	適切なバイオセキュリティを実践しましょう。 
• 農場から病気を遠ざけ、農場内での感染拡大を防ぐためにバイオセキュリティ対策を強化してください。 
• �ご質問については、かかりつけの獣医師、農業市場局（Department of Agriculture and Markets、AGM）の地域獣医師、米国農務省
（United States Department of Agriculture、USDA）の地域担当獣医師（Area Veterinarian In Charge）にお問合せください。 
• 病気の動物との接触は、必要な人員のみに制限してください。 

5.	�農場作業者が病気の動物に接触した場合はお住まいの地域の保健所にお知らせください。また病気の動物に接触した農場作業者
に症状が現れた場合も保健所に連絡してください。 
• �人へのH5N1感染の兆候と症状の例：目の充血・刺激・涙、咳、のどの痛み、鼻水や鼻づまり、筋肉痛または体の痛み、頭痛、疲労感、呼吸

困難、発熱、下痢。 

最新の状況、FAQへの回答集、安全に関する推奨事項については以下をご覧ください：
USDA動植物衛生検査部（Animal and Plant Health Inspection Service, APHIS）のウェブページ 

 
www.aphis.usda.gov/livestock-poultry-disease/avian/avian-influenza/hpai-detections/livestock 

最新のガイドは以下から入手してください： 
ニューヨーク州保健局（New York State Department of Health）のウェブサイト 

 
www.health.ny.gov/diseases/communicable/influenza/avian/
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